
写真⑰

←SE NW→

写真⑯

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑯～⑰

2.2-1-290

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-34 再掲



写真⑱

写真⑲

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑱～⑲

2.2-1-291

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-35 再掲



写真⑳

写真㉑

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真⑳～㉑

2.2-1-292

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-36 再掲



写真㉒

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真㉒

2.2-1-293

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-37 再掲



写真㉓

写真㉔

←NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップB 写真㉓～㉔

2.2-1-294

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-38 再掲



表土はぎ調査結果（ルートマップC） 写真位置図

N40°E/70°NW
密着

小節理密集

N8°E/79°SE
1mm開口

NS/86°E
密着

細亀裂

20m

30 40
40 30

20

：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

写真①

写真②

写真③

写真④

写真⑤

写真⑥

写真⑦

写真⑧

写真⑨

写真⑩

写真⑪

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真位置図

2.2-1-295
・福浦断層に対応する断層は認められない。

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-39 再掲

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

100m

右記ルートマップ範囲
断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）



写真①

写真②

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真①～②

2.2-1-296

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-40 再掲



写真③

写真④

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真③～④

2.2-1-297

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-41 再掲



写真⑤

写真⑥

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真⑤～⑥

2.2-1-298

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-42 再掲



写真⑦

写真⑧

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真⑦～⑧

2.2-1-299

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-43 再掲



写真⑨

写真⑩

写真⑪

← NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップC 写真⑨～⑪

2.2-1-300

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-44 再掲



：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界表土はぎ調査結果（ルートマップD） 写真位置図

N85°E/67°NW
1mm開口

N24°E/72°SW
密着，固結シルト挟在

N14°E/58°NW
密着，固結シルト挟在

N8°W/73°NE
密着

N82°E/81°NW
密着

分岐節理群

N12°W/76°SW
密着

NS/80°W
密着

EW/80°N
1mm開口

N50°W/58°NE
1mm開口

細粒凝灰岩の挟み

N60°E/60°SE
平行，網目状節理群
固結シルト挟在

N24°E/79°NW
密着

N27°E/76°NW
左岸で密着

N26°E/82°NW
左岸で密着

N18°E/65°NW
4cm開口

N70°E/68°NW
密着

N7°E/35°NW
密着，固結シルト挟在

細粒凝灰岩の挟み

N5°W/72°SW
上部で開口，下部で密着

N15°E/70°NW
密着

N10°W/70°NE
密着

層理あり

20m

60

70

80

90

70

80

50

リニアメント・変動地形
の北方延長

断層aの
北方延長

写真①

写真②

写真③

写真④

写真⑤

写真⑥
写真⑦

写真⑧写真⑨写真⑩
写真⑪

写真⑫

写真⑬

写真⑭

写真⑮

写真⑯

写真⑰

写真⑱

写真⑲

写真⑳

写真㉑

写真㉒

写真㉓

写真㉔写真㉕

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真位置図

2.2-1-301

・福浦断層に対応する断層は認められない。

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-45 再掲

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

100m

表土はぎ調査 位置図

下記ルートマップ範囲

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）



写真①

写真②

←NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真①～②

2.2-1-302

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-46 再掲



写真③

写真④

←NE SW→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真③～④

2.2-1-303

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-47 再掲



写真⑤

写真⑥

←NE SW→

←E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑤～⑥

2.2-1-304

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-48 再掲



写真⑧

写真⑨

写真⑦

←W E→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑦～⑨

2.2-1-305

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-49 再掲



写真⑩

← W E→

写真⑪

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑩～⑪

2.2-1-306

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-50 再掲



写真⑫

写真⑭

← NW SE→

写真⑬

← E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑫～⑭

2.2-1-307

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-51 再掲



写真⑮

写真⑯

写真⑰

← NW SE→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑮～⑰

2.2-1-308

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-52 再掲



写真⑱

写真⑲

写真⑳

← W E→

← NW SE→

← N

S→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真⑱～⑳

2.2-1-309

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-53 再掲



写真㉑

← SE NW→

写真㉒

← E

W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真㉑～㉒

2.2-1-310

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-54 再掲



写真㉓

写真㉔

写真㉕

← NE SW→

← E W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップD 写真㉓～㉕

2.2-1-311

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-55 再掲



福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップE 写真位置図

○表土はぎ調査（ルートマップE）の結果，本調査範囲内には断層は認められない。
○全線の写真を次頁以降に示す。

2.2-1-312

20m

表土はぎ調査結果（ルートマップE）

ルートマップD
重複区間

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界

節理.N72°W/74°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N6°W/68°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N45°W/38°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N54°W/64°NE
1cm開口、鏡肌・挟在物なし。

節理.N28°W/76°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N28°E/62°SE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N2°W/68°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N6°W/45°SW
開口、鏡肌・挟在物なし。

節理.N60°W/56°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N14°W/46°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N32°E/54°NW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N12°W/82°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N36°E/62°NW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N72°E/28°NW
数mm開口、鏡肌・挟在物なし
。

N15°E/70°NW
密着

下記ルートマップ範囲

表土はぎ調査 位置図

100m

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-56 再掲



←E

W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップE 写真①～②

2.2-1-313

W→←E

写真①

写真②

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-57 再掲



←E

W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップE 写真③～④

2.2-1-314

W→
←E

写真③

写真④

下写真 撮影方向

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-58 再掲



←E

W→

福浦港東部 表土はぎ調査 ルートマップE 写真⑤

2.2-1-315

写真⑤

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-59 再掲



（8）福浦断層北端付近 XRD分析

2.2-1-316



DE_E X線回折チャート 不定方位

2.2-1-317

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Zeo：沸石類
Hbl：普通角閃石
Px ：輝石類
Ank：アンケライト～苦灰石
Py ：黄鉄鉱
Mag：磁鉄鉱～磁赤鉄鉱

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-214 再掲



DE_E X線回折チャート 定方位，EG処理

2.2-1-318

EG処理定方位法

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-215 再掲



DE_M X線回折チャート 不定方位

2.2-1-319

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Chl：緑泥石
Zeo：沸石類
Px ：輝石類
Ank：アンケライト～苦灰石
Py ：黄鉄鉱
Mag：磁鉄鉱～磁赤鉄鉱

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-216 再掲



DE_M X線回折チャート 定方位，EG処理

2.2-1-320

EG処理定方位法

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Chl：緑泥石

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-217 再掲



DE_W X線回折チャート 不定方位

2.2-1-321

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Zeo：沸石類
Px ：輝石類
Ank：アンケライト～苦灰石
Py ：黄鉄鉱
Mag：磁鉄鉱～磁赤鉄鉱

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-218 再掲



DE_W X線回折チャート 定方位，EG処理

2.2-1-322

EG処理定方位法

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Zeo：沸石類

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-219 再掲



（9）県道福浦－中島線沿い河床地表踏査（既往調査）

2.2-1-323



県道福浦－中島線沿い河床地表踏査結果
（ルートマップ）

位置図

右図範囲

断層aの
南方延長

県道福浦－中島線沿い河床地表踏査（既往調査）

・リニアメント・変動地形の北方延長に位置する県道福浦－中島線沿いの
河床には，凝灰岩の露頭がほぼ連続して分布し，そこに断層は認めら
れない。

2.2-1-324

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-90 一部修正



余白



2.2-1-326

（10）赤住東部 表土はぎ調査



40

45

35

表土はぎ調査結果（ルートマップF） 写真位置図
20m0

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真位置図

2.2-1-327

土壌
弱いトラ斑あり

安山岩（角礫質）
変質を受け灰白色から褐灰色を呈する
灰色の安山岩が角礫状に残存する箇所あり

安山岩（均質）
暗灰色を呈する
不規則な節理に沿って，モザイク状の
岩塊を縁取るように白色に変質する

安山岩（均質）
強く変質を受け赤褐～黄褐色
を呈する

安山岩（均質）
強く変質を受け灰白～褐色を呈する
モザイク状に径5～40㎝で角礫化する

安山岩（角礫質）
全体に褐色を呈し，基質は軟質で
あり，径5～50cmの礫状部を含む
礫状部は灰色を呈し，亜角形でや
や硬質

断層①
N84°W/66°NE
厚さ1～1.5cmの黄灰色粘土を伴う
上盤側の礫状部が引きずられるように
変形している
条線，鏡肌なし

N48°W/66°NE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N62°W/72°NE
節理に沿って灰色を呈する
条線，鏡肌なし

N5°E/60°NW
節理に沿って褐色を呈し，境界は漸移的
条線，鏡肌なし

N74°E/68°SE
N62°E/62°SE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし N58°E/82°SE

N44°E/84°SE
赤褐灰色流入粘土
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
全体に黄褐～褐色を呈し，径5～40cm
の礫状部を含む
礫状部は暗灰色を呈し，亜角形でや
や硬質

径60cmの
礫状部

径100cmの安山岩亜角礫
灰色を呈し，縁辺部が赤褐色

安山岩（均質）
不規則な節理に沿って，
モザイク状の岩塊を縁取
るように白色に変質する

安山岩（均質）
強く変質を受け
灰白色を呈する

厚さ0～15ｃｍで膨縮する
円弧状の白色変質部

EW/90°
板状節理

断層④
N86°E/88°SE
断片化した白色脈を含む厚さ10～30cmの
破砕部を伴う
一部に厚さ1cmの灰色粘土を狭在するが
連続しない
条線，鏡肌なし

N84°E/68°NW
厚さ4～8cmの硬質な白色鉱物脈

N58°E/48°NW
条線，鏡肌なし

N80°E/36°NW
不明瞭な節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N35°E/80～90°SE
厚さ10～20cmでやや硬質な白色変質部
白色変質部は，黒色被膜の沈着する微
細な節理によって角礫化する
条線，鏡肌なし

N60°E/60～70°NW
連続性に乏しい節理に
沿って白色を呈する

N20°E/42°SE
波曲する不明瞭な節理
に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

火山礫凝灰岩
変質しており，黄褐色の基質に暗灰，灰
，赤褐色で礫径が5～30cmの安山岩亜
角～亜円礫を含む
礫の周囲に沿って白色を呈する

安山岩（角礫質）
変質し黄褐～白色を呈する
一部で礫状部が残存する

安山岩（角礫質）
変質しており黄褐色を呈するが，周囲よりや
や硬質
径30～40cmの礫状部を含む
礫状部は灰～暗灰色を呈し，亜角～亜円形

安山岩（角礫質）
変質しており，黄灰～灰白色を呈し，径
10～60cmの礫状部を含む
礫状部は青灰色を呈し，亜角～亜円形

径100cm程度の礫状部を多く含む
礫状部は灰～暗灰色を呈する

N20°E/52°NW
径100㎝程度の安山岩礫の
縁に沿う節理あり
不規則に波曲する節理に
沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N62°E/70～80°NW
厚さ10～30ｃｍで膨縮する白色変質部

N58°E/38°NW
白色部と黄褐色部の境界に流動状の構造あり
条線，鏡肌なし

断層③
N26°E/78°SE
黄褐色粘土を厚さ0～1.5cmで狭在し，
厚さ0～25cmで角礫状の破砕部を伴う
南側で不明瞭となる
条線，鏡肌なし

断層②
N24°E/78°SE
灰色粘土を厚さ0～1cmで狭在し，厚さ0～20cm
で膨縮する砂～角礫状の破砕部を伴う
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
変質しており，黄灰色を呈し，
径10～40cmの礫状部を含む
礫状部は褐灰～暗灰色を呈し
亜角～亜円形

安山岩（角礫質）
変質しており，黄灰～灰白色を呈し，
径10～100cmの礫状部を含む
礫状部は灰色を呈し，亜角～亜円形

火山礫凝灰岩
変質しており，黄褐色の基質に暗
灰，灰，赤褐色で礫径が5～20cm
安山岩亜角～亜円礫を含む

写真① 写真②
写真③

写真④

写真⑤

写真⑥

写真⑦ 写真⑧ 写真⑨ 写真⑩ 写真⑪
写真⑫

写真⑬

写真⑭

写真⑮

写真⑯

写真⑰

写真⑱ 写真⑲ 写真⑳
写真㉑

写真㉒

写真㉓

写真㉔

写真㉕

写真㉖

写真㉗

写真㉘

写真㉙

・道路底盤及び法面において表土はぎ調査を実施した結果，福浦断層に対応する断層は認められない。
・全線の写真を次頁以降に示す。

：別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩

凡例

：節理
：断層

：岩相境界

：土壌
：盛土，崩土

：別所岳安山岩類 安山岩（均質）



写真①

写真③

写真②

写真④

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真①～④

2.2-1-328

←W E→

←W E→

←W E→



写真⑤

写真⑦

写真⑥

写真⑧

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑤～⑧

2.2-1-329

←W E→

←W E→

←W E→



写真⑨

写真⑪

写真⑩

写真⑫

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑨～⑫

2.2-1-330

←W E→

←W E→

←W E→



写真⑬

写真⑮

写真⑭

写真⑯

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑬～⑯

2.2-1-331

←W E→

←W E→

←W E→



写真⑰

写真⑲

写真⑱

写真⑳

←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真⑰～⑳

2.2-1-332

←W E→

←W E→

←W E→



写真㉑

写真㉓

写真㉒

写真㉔

←SW

NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真㉑～㉔

2.2-1-333

←W

E→

←W E→

←W
E→



写真㉕

写真㉗

写真㉖

写真㉘

←SW
NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真㉕～㉘

2.2-1-334

←W E→

←W

E→

←W E→



写真㉙

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップF 写真㉙

2.2-1-335

←W E→



東側ボーリング断面図（②測線）

西側ボーリング断面図（①測線）

39m

38m

37m

36m

35m

40m

39m

38m

37m

36m

35m

34m

33m

5m0

5m0

a 
b c

d f g h

i j k l

：盛土，崩土

：河床堆積物

：土壌

凡例

：別所岳安山岩類 安山岩

← W E→

← W E→

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

東側ボーリング

西側ボーリング

ボーリング調査 位置図

a h

i j k l

40

40

cb

ed gf

：盛土，崩土

凡例

：別所岳安山岩類 安山岩
：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰa面

：ボーリングによる確認箇所

凡例

0 20m

EL

EL

e

赤住東部 ボーリング調査 位置図，断面図

2.2-1-336

○ボーリング調査（①測線・②測線）の結果，岩盤上面はEL36～37m付近で，ほぼ水平である。

○ボーリングコア写真及び柱状図（a～l）を次頁以降に示す。

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-71 一部修正



コア写真ａ

柱状図ａ

コア写真ｂ

柱状図ｂ

← 打撃により圧縮された区間 →

← 打撃により圧縮された区間 →

← 打撃により圧縮された区間 →

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図a～b

2.2-1-337

深度（m）
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コア写真ｃ

柱状図ｃ

コア写真ｄ

← 打撃により圧縮された区間 →

打撃により圧縮された区間

柱状図ｄ

打撃により圧縮された区間

打撃により圧縮された区間

No.ｄ 柱状図

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図c～d

2.2-1-338

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1
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3

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3
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第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-73 一部修正
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コア写真ｅ

柱状図ｅ

コア写真ｆ

柱状図ｆ

← 打撃により圧縮された区間 →

打撃により圧縮された区間

打撃により圧縮された区間

No.ｄ 柱状図

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図e～f

2.2-1-339

深度（m）

0
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深度（m）

1

2

2.8

深度（m）

0
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深度（m）

1

2

3

3

2.8

4

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-74 一部修正

別
所
岳
安
山
岩
類

別
所
岳
安
山
岩
類



コア写真ｇ

柱状図ｇ

コア写真ｈ

打撃により圧縮された区間

柱状図ｈ

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図g～h

2.2-1-340

深度（m）

0
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深度（m）

1
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3

3 4

4

深度（m）

0
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深度（m）
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5

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-75 一部修正
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コア写真ｉ

柱状図ｉ

コア写真ｊ

柱状図ｊ

打撃により圧縮された区間

打撃により圧縮された区間

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図i～j

2.2-1-341

深度（m）
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深度（m）
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深度（m）
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第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-76 一部修正
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コア写真ｋ

柱状図ｋ

コア写真ｌ

柱状図ｌ

赤住東部 ボーリング調査 コア写真及び柱状図k～l

2.2-1-342
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第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-77 一部修正
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赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真位置図

・道路底盤において表土はぎ調査を実施した結果，福浦断層に対応する断層は認められない。
・全線の写真を次頁以降に示す。 2.2-1-343

20m0

安山岩（角礫質）
赤褐色を呈し，径3～30㎝の礫状部を含む
不規則な節理に沿って，灰色の凝灰岩が
脈状に分布する

N74°W/90°
N72°W/90°
節理に沿って灰白色を呈する
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
赤褐色～暗灰色を呈する
径5～20㎝赤褐色安山岩の礫状部を含む

安山岩（均質）
軟質で風化変質が進み全般に黄褐色を呈する

安山岩（均質）
褐～褐灰色を呈する
風化によって軟質化するが一部で岩芯が残る

安山岩（均質）
硬質

火山礫凝灰岩
変質しており，黄褐色の凝灰岩基質に径5～40㎝
の安山岩亜角～亜円礫を含む
基質部の割合が高い

安山岩（均質）
灰～褐灰色を呈し，不規則な
節理に沿って白色を呈する

安山岩（均質）
灰～暗灰色を呈し，不規則な
節理に沿って白色を呈する

N10°W/76°NE
厚さ40～50cmの砕屑岩脈
黄灰色の凝灰岩基質中に径1～5cmの赤褐色
安山岩，灰色凝灰岩亜角礫を含む

N8°W/86°NE
厚さ5～20cmで膨縮する砕屑岩脈
灰色の凝灰岩基質中に径0.5～2cmの赤褐色安山
岩亜角礫を含むN10°E/84°NW

節理に沿って灰白色を呈する
条線，鏡肌なし

N80°W/84°NE
N14°E/76°SE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N12°E/78°NW
厚さ30～40cmで膨縮する砕屑岩脈
灰色の凝灰岩基質中に径3～15cmの赤褐色安山
岩亜角礫を含む

安山岩（角礫質）
やや変質しており基質部は黄灰色を呈する
径3～50㎝赤褐色安山岩の礫状部を含み，
その最大径は100㎝に達する

N20～30°W/70～80°SW
板状節理 N44°W/52°NE

N72°W/64°SW
条線，鏡肌なし

断層④
N79°W/75°SW
厚さ20～30cmの破砕部で灰～褐灰色のシルト
の基質部と径5～20㎝の安山岩角礫からなる

N78°W/84°NE
開口した細かく凹凸する節理に厚さ0.5～1cmの
褐灰色の粘土が流入する
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
変質しており，灰白～黄褐色を呈する
一部で灰色や褐色を呈する礫状部が残存する

N20～40°E/70～80°NW
板状節理

N58°W/68°NE
N52°W/72°NE
N86°E/84°NW
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N64°W/42°NE
火山礫凝灰岩と変質岩との境界
に沿って褐鉄鉱が沈着する

N14°W/34°SW
火山礫凝灰岩と変質岩との境界
に沿って褐鉄鉱が沈着する

火山礫凝灰岩
変質しており，白～褐色の凝灰岩基質に
径3～30㎝の安山岩亜角～亜円礫を含む

変質岩
灰～赤褐色を呈する
礫状構造は残存しない

N22°E/84SE°
N2°W/84°NE
節理に沿って黒色鉱物が沈着し，周囲より硬質
条線，鏡肌なし

断層⑤
N60°E/79°SE
厚さ30～40cmの破砕部で灰～褐灰色のシルト
の基質部と径5～20㎝の安山岩角礫からなる

安山岩（均質）
やや硬質で灰色を呈する
不規則な節理に沿って褐
色を呈する

N0～10°W/40°SW
板状節理

N2°W/48°SW
節理に沿って褐色を呈する
条線，鏡肌なし

安山岩（均質）
灰～暗灰色を呈する
不規則な節理に沿って褐
色を呈する

N12°E/60°NW
節理に沿って褐色を呈する
開口部に褐色の流入粘土を
厚さ0.5～2cmで伴う
条線，鏡肌なし

N70°W/74°NE
条線，鏡肌なし

N78°W/72°SW
N4°W/28°SW
節理に沿って褐色を呈する
条線，鏡肌なし

N80°E/76°NW
節理に沿って褐色を呈する
開口部に赤褐灰色の流入粘土を伴う

N30°W/46°NE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N68°W/70°NE
節理に沿って褐色を呈する
条線，鏡肌なし

安山岩（均質）
褐～黄褐色を呈する

N30°E/28°SE
節理に沿って褐色を呈する
開口部に赤褐灰色の流入粘土
を厚さ1～2cmで伴う

N58°W/62°NE
節理に沿って厚さ20cmで角礫状を呈する
条線，鏡肌なし

N58°E/26°SE
不規則に波曲する節理に沿って褐色を呈する
開口部に赤褐灰色の流入粘土を厚さ1～2cm
で伴う

断層③
N56°E/75°SE
湾曲する節理に沿って，厚さ0～15cmのレンズ状に角礫化する
角礫は径1～10㎝で，礫を縁取るように白色に変質する
条線，鏡肌なし

断層②
N33°E/67°SE
節理に沿って，厚さ0～20cmのレンズ状に角礫化する
角礫は径1～10㎝で，礫を縁取るように白色に変質する
条線，鏡肌なし

断層①
N53°E/72°SE
湾曲する節理に沿って，厚さ10～25cmのレンズ状に角礫化する
角礫は径1～10㎝で，一部の礫を縁取るように白色に変質する
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
変質しており，黄褐～灰白色を呈
し，灰～褐色の角礫状部を伴う
一部の角礫状部を縁取るように白
色に変質する

赤褐灰色流入粘土
厚さ1～8cmで網目状に分布する

写真㉗

写真㉖

写真㉕

写真㉔

写真㉓

写真㉒

写真㉑

写真⑳

写真⑲

写真⑱

写真⑰

：別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩

凡例

：節理
：断層

：岩相境界

：土壌
：盛土，崩土

：別所岳安山岩類 安山岩（均質）

：砕屑岩脈

：変質岩

表土はぎ調査結果（ルートマップG）



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真①～⑤

2.2-1-344

写真①

写真②

写真③

写真④

写真⑤

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真⑥～⑩

2.2-1-345

写真⑥

写真⑦

写真⑧

写真⑨

写真⑩

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真⑪～⑮

2.2-1-346

写真⑪

写真⑫

写真⑬

写真⑭

写真⑮

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→



←SW
NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真⑯～⑳

2.2-1-347

写真⑯

写真⑰

写真⑱

写真⑲

写真⑳

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真㉑～㉕

2.2-1-348

写真㉑

写真㉒

写真㉓

写真㉔

写真㉕

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→



←SW NE→

赤住東部 表土はぎ調査 ルートマップG 写真㉖～㉗

2.2-1-349

写真㉖

写真㉗

←SW NE→



（11）福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査

2.2-1-350



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真位置図

2.2-1-351

○谷の延長位置を横断して表土はぎ調査を実施した結果，別所岳安山岩類の安山岩及び凝灰角礫岩が連続して分布し，それらは非破砕であり，断層は認められない。

○全線の写真を次頁以降に示す。

地表踏査結果（ルートマップ）

位置図

右図範囲

谷地形（4）

福浦断層周辺の谷地形

S-1

写真②

写
真

⑩

写
真㉑

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-222 一部修正



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真①～③

2.2-1-352

←SW NE→

写真①

写真②

←W
E→

←NW
SE→

写真③

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-223 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真④～⑤

2.2-1-353

←NW
SE→

写真④

←NW
SE→

写真⑤
S-1

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-224 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑥

2.2-1-354

←NW
SE→

写真⑥

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-225 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑦～⑩

2.2-1-355

←N
S→

写真⑩

写真⑦

写真⑧

写真⑨

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-226 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑪～⑬

2.2-1-356

←N S→

写真⑪

写真⑫

写真⑬

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-227 再掲


